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夏休みが
もっと

楽しくなる
‼

子育て世帯向け応援配分会を開催します
７月３０日（日）
午前９時～午後１２時３０分
※当日の来場が難しい場合は応相談

日　時

シティプラザ１F　ふれあいホール
（伊勢原市伊勢原２ー７ー３１）

会　場

中学生までの子どものいる世帯
（生活保護受給世帯は対象外）

対　象

事前申し込み制（Googleフォーム） 先着１００世帯
７月１０日(月)午前９時から受付開始

参加方法

フードドライブ開催中

米・野菜・果物なども大歓迎です！
その他、洗剤等の日用品の寄付も受付けております。
米・野菜・果物などの寄付をいただける場合は、事前に
市社協までご連絡をお願いいたします。

７月３日（月）～７月２０日（木）募集期間

社協窓口
（受付時間 平日午前９時～午後５時）

回収場所

消費・賞味期限が
９月末まであるもの

注意点

ふだんのくらしのしあわせ
ボランティアの夏

サマースクール サマースクールで普段できない体験をしてみませんか？
講座に参加してスタンプを集めよう!!

８月２１日（月）
午前１０時～正午
会場：市社協会議室

共同募金
「募金箱」作り

SDGｓ　家電を解体して仕
組みを観察しよう＋マイク
ロビットでプログラミング

会場：市社協会議室
午前１０時～正午
２３日（水）

８月２２日（火） ８月２８日（月）
午前１０時～正午
会場：市社協会議室

おばあちゃんの
手芸教室

古紙でコースター作り

手話体験
手話で歌を

うたってみよう！
８月２９日（火）
午前１０時～正午
会場：市社協会議室

夏ボラ大募集!!
ボランティア活動に関心があるけど、なかなかきっかけがつかめないあなた!!

サマースクールでボランティアをしてみませんか!
ボランティア内容：体験に参加している小中学生のサポート

（工作などの作業のお手伝い、見守り、フリースペースでの学習支援、一緒に楽しく遊ぶなど）
興味のある方は、市社協ホームページをごらんください。

申込方法 市社協へ電話・WEB（Googleフォーム）
からの申込み。

各講座の詳細については、チラシもしくは、
市社協ホームページをごらんください。

大学生高校生 地域の方

障がい者施設職業体験 

※４日間の中のいずれか１日　　午前９時～午後４時
８月２１日（月）・２２日（火）・２３日（水）・２４日（木）

障がい者施設職業体験 ～地域作業所ドリーム～
知的障がい者の日中の活動の場を体験し、
施設職員の仕事を知ろう！
場所：地域作業所ドリーム（伊勢原市桜台５－１２－２７）

中学生／高校生対象 各日２人定員

申込締切
８月４日
（金）

会議室を開放します

午後１時～午後４時

８月２１日（月）・２２日（火）・２３日（水）・２４日（木）
　　２８日（月）・２９日（火）・３０日（水）・３１日（木）

社協の会議室をフリースペースとして利用できます。
宿題や、工作、ゲームなど、過ごし方はあなた次第！
ボランティアさんが、勉強のわからない所を教えてくれ
たり、一緒に遊んでくれるよ。

小学４年生以上対象 各日２０人定員

申込みは⬇
申込みは⬇

車イスバスケ体験

午前１０時～
午前１１時３０分

７月２７日（木）

会場：伊勢原市
　　 体育館

※全講座７月３日（月）
　午前９時～受付開始

８月３０日（水）
午前１０時～正午
会場：市社協会議室

身近な場所の
防災チェック！

小学４～６年生／中学生対象
※申し込み締め切りは、開催日の１週間前まで
※事情により、中止または内容が変更になる場合があります。各回２０人 先着順定員

食料品等の無料配布の
他、お菓子のつかみ取
りなど楽しいイベント
を予定しています。ご家
族でお越しください。

申込みは⬇



伊勢原市社会福祉協議会　令和4年度決算の概要

■収入支出決算総括表

■令和4年度に実施した主な事業

（単位：円）

収入総額 支出総額 差引残額

283,164,075 246,269,043 36,895,032
一般会計

地域福祉推進事業 11,262,538円
・団体育成事業
・児童遊園遊具等設置事業
・ボランティア講座開設事業
・ボランティアセンター運営事業
・ひとり親家庭援護事業
・罹災者世帯等援護事業
・紙おむつ支給事業
・桜まつり開催事業
・法人後見事業
・やすらぎサービス事業
・援護資金貸付事業
・防災備蓄品等補助事業

44,160,815円訪問介護・障害者総合支援事業
・移動支援事業
・訪問介護事業
・障害者居宅介護事業

9,194,156円神奈川県社協受託事業
・あんしんセンター運営事業
・生活福祉資金貸付相談事業

86,816,266円 伊勢原市受託事業
・老人福祉センター阿夫利荘管理経営事業
・やまどり号運行事業
・ふれあいミニデイ開催事業
・地域包括支援センター事業
・高齢者教養趣味講座開催事業
・成年後見・権利擁護推進事業

25,854,145円寄付金受配事業
・善意銀行配分事業
・社会福祉基金管理事業

10,328,424円共同募金配分事業
・広報等発行事業
・認知症サポートヘルパー派遣事業
・障がい児・者ふれあい交流事業
・地域福祉活動計画策定・推進事業
・小地域活動推進事業
・福祉人材育成事業
・年末たすけあい運動事務費
・年末たすけあい援護事業

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が残る中での事業運営となりましたが、社会経済活動との両立「withコロナ（コロ
ナとの共存）」の方針のもと、これまで推進してきた地域住民同士のつながりを絶やさないようにするとともに、誰もが安心して生活

がおくれるように、地域の困りごとを把握し、職員一丸となりその解決に努めました。
　新たな取組として、コロナ禍により日常生活が制限され人と接する機会の減少により、地域からの孤立を防ぎつながり続けることができるよう、子育て世
帯や一人暮らしの大学生を対象に「生活応援配分会」を実施しました。また、この事業実施に当たっては善意銀行の仕組みを活用したフードドライブを行い、
多くの市民や企業の協力を得ることができました。
　また、令和２年３月末から始まった生活福祉資金の特例貸付（注１）は、令和４年９月末をもって受付が終了し、令和５年１月からは償還が始まりましたが、厳
しい社会経済状況から、借受人の中には生活に困窮し償還が困難な状況も見受けられたことから、償還免除に関する手続支援だけでなく、生活再建に向けた
きめ細やかな相談等に努めました。
　更に、成年後見･権利擁護推進事業では、中核機関として成年後見制度の利用が必要な人が安心して制度利用ができるよう、制度の普及啓発、相談対応に努
めるとともに、被後見人等を地域で支える市民後見人の養成を進め、養成課程修了者６人を新たに市民後見人候補者として登録することができました。

　（注１）生活福祉資金特例貸付：新型コロナウイルス感染症の影響を受け収入の減少や失業等により生活が困窮している世帯を対象とした貸付け

❶
　長引くコロナ禍の影響を受けながらも、自治会単位の小地域で開催されて
いる高齢者のサロン活動においては、孤立や引きこもりの防止、介護予防活
動に努め、住民同士の交流の場として地域活動が再開されました。
　また、新たな地域において活動が開始されるなど、コロナ禍の中でも、身近
な地域における活動の拠点が新たに誕生しています。

「ふれあい」の場づくり

❷
　長引くコロナ禍、多様化する生活課題、地域課題の解決に向け、地域住民
や市内企業の参加と協力の下、新たな取組として生活応援配分会を開催し、
地域でつながり、支え合う地域づくりの推進に努めました。

「支え合い」の地域づくり

❸
　住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らし続けられるよう、福祉サービスを担う市民
後見人や介護人材の育成に努めました。
　また、次代を担う児童・生徒を対象に福祉体験等を通じた福祉教育の推進に努めました。

福祉を支える「人づくり」

❹
　判断能力が十分でない高齢者や障がい者が地域で安心して生活が送れるよう、福祉
サービスの利用援助に努めるとともに、成年後見制度の利用促進に向けた取組を更に強
化するため、「中核機関」として成年後見・権利擁護推進センターの運営を行いました。
　また、長引くコロナ禍の影響を受け生活に困窮している世帯への貸付相談等を継続実
施しました。

「安心して暮らせる」まちづくり

❺
　複雑、多様化する地域課題に対応するため、新たな職員の採用も含め、適切な職員配置
による事業推進及び包括的な支援体制の構築並びに事務局体制の強化に努めました。
　また、自主財源の確保においては、新規事業である生活応援配分会の実施に伴い、フー
ドドライブと併せて寄付金の募集等、周知に努めた結果、善意銀行への寄付金及び寄託品
の大幅な増加、市内企業との新たなつながりを築くことができました。

組織の基盤強化及び自主財源の確保

～ 総 括 ～

～ 主 な 事 業 に 関 す る 事 項 ～

　

公益社団法人 伊勢原市シルバー人材センター
☎０４６３（９２）８８０１

【お問合わせ】

長年培った知識と経験を生かして、
皆さんのお手伝いをいたします。
家事援助、ふすま・障子・網戸の張替え、
屋内外の清掃、荷受け・梱包などの軽作業etc.
こんなことは…と思う仕事もお気軽に
ご相談ください。

広告
お困りごと

は シルバーで解決！

緑友会

社会福祉法人  緑 友 会
広告

障害者支援施設  みどり園／清川ホーム
認可保育所  伊勢原ふたば保育園／本厚木ふたば保育園
就労継続支援Ｂ型事業所  つくし／アトリエ ヴェルデ
相談支援事業所  つくし相談室／グループホーム  げんき家          

地域への貢献地域への貢献能力発揮と安定能力発揮と安定お客様第一主義お客様第一主義

広告

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。

令和5年（2023年） ７月1日（２） 第11３号い せ は ら 社 協 だ よ り



書類等預かりサービス

社協ってどんなところ？ PART.2

伊勢原あんしんセンターでは、判断能力に不安のある高齢者や障がい者などの権利と財産を守り、安心して暮らせるようお手伝いをします。
ご利用には、自分の意志でサービスの種類を選び、契約することが必要です。秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

　市内に住んでいる、長期入院している「障がい者」「認知症高齢者」「６５歳以上の高齢者」などで、日常的な支払いなどが自
身では適切にできない人

介護職員初任者研修の受講者を募集しています。詳細は、４面をご覧ください。

預貯金の出し入れ同行・代行及び代理、公共料金・家賃・医療費、福祉サー
ビス利用料などの支払い代行、福祉サービス利用手続きの援助など

福祉サービスの利用援助
や日常的な支払いなどの
ご相談
※利用料：無料

通帳や印鑑、大切な書類等の保管
※利用料：年額6,000円

※回数は、１回当たりの支援活動回数とします。
※区分に変更があった場合は、変更が生じた月に遡るものとします。

区　分

住民税非課税者
住民税課税者（所得280万円未満）
住民税課税者（所得280万円以上）
住民税課税者（所得340万円以上）

生活保護受給者 支援計画内
支援計画外

0円
1,250円
1,250円
1,560円
1,875円
2,500円

利用料 (支援活動1回あたり）

日常的金銭管理サービス・福祉サービス利用援助

福祉相談サービス

ホームヘルパー派遣事業

伊勢原あんしんセンター（日常生活自立支援事業）

障がい者向けサービス

　ホームヘルパーが障がい
のある利用者のご自宅を訪
問して、日常生活のお手伝
いをします。
・身体介護：食事や排泄、
入浴などの介助
・家事援助：掃除や洗濯、
食事の準備や調理、買い
物など
・通院等介助：病院などへ
の通院の為の介助

　視覚障がい者の方の外出時にガイドヘルパーが
同行し、移動に必要な情報提供などを行います。
・移動時及びそれに伴う外出先において必要な
視覚的情報の支援（代筆・代読を含む。）
・移動時及びそれに伴う外出先において必要な移動の援護
・排泄や食事などの介助、その他外出する際に必要となる
援助

　社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動などの社会
参加のための外出の際に、ガイドヘルパーを派遣し、移
動の支援を行います。

居宅介護って
どんなサービス？

同行援護ってどんなサービス？

移動支援ってどんなサービス？

やすらぎサービス（住民参加型ヘルパーサービス） 訪問介護員（登録ヘルパー）募集

介護職員初任者研修修了者（旧ヘルパー2級）
日数や時間帯は応相談
時給1,150円～（資格・支援内容による）
市社協

『眠っている資格を活かしませんか？』
高齢者や障がい者のご自宅を訪問し、家事や身体介護、
移動支援など日々の生活を支えるサービスを提供します。

業務内容

資　　格
勤務形態
賃　　金
問い合わせ問い合わせ

高齢者向けサービス

　高齢者が介護保険で利用で
きるサービスの１つです。
ホームヘルパーが利用者のご
自宅を訪問して、日常生活の
お手伝いをします。
・身体介護：食事や排泄、入
浴などの介助
・家事援助：掃除
や洗濯、食事の
準備や調理、買
い物など

訪問介護って
どんなサービス？

どんな人が利用できるの？

どんなサービスが受けられるの？

　やすらぎサービスは、高齢や障がい、傷病、産前産後など
の日常生活でお困りの方の負担を軽減するため、市民の参加
と協力により、低料金で掃除、調理、買い物などの家事援助
や通院及び外出などの介助サービスを提供しています。
　なお、協力会員として、サービスを提供する有償ボランティ
アを募集しています。

住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、市社協ではホームヘルパーの派遣を行っています。

市社協

広告

社会福祉法人 大原福祉会

検索

大原こども総合支援センター

〈法人本部〉　伊勢原市桜台 1-15-27 Mビル 5階
TEL:0463-95-0046　FAX:0463-93-0813

・保育所／大原こども園・大原第二保育園
・学童クラブ／大原学童クラブ・大原第二学童クラブ
・小規模保育所／ピュアキッズ大原
・一時預かり保育／ビッグハート

大原福祉会

（公社）
広告

伊勢原市下落合29-1

見積もり
相談無料

販促グッズ販促グッズ
提案します。提案します。

企画デザインから納品まで
エコバッグ、マイボトル、タンブラー
防災グッズ、のぼり旗、タペストリー
横断幕、記念品、ノベルティ ほか

広告

伊勢原編集室までお気軽に ☎0463-77-33317

HAPPYAN N I V E R SA
R Y

Thanks to Your Cooperation!

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。

2023年） ７月1日（３）令和5年（ 第113号い せ は ら 社 協 だ よ り



お知らせお知らせ
第２２回いせはらボランティアスクール参加者募集介護職員初任者研修受講者募集

　令和５年度介護職員初任者研修を開催します。

１０月１８日(水)から１２月１１日(月)までの全２１日間
※研修日程はホームページなどでご確認ください。

期 間

３７,０００円（テキスト代６,６００円、資料代・保険料を含む）
※研修修了後、６ヵ月以内に市内の介護事業所に就職し、かつ、６ヵ月以上継続して
就労した場合、就労支援金を支給します。

受講料

８月１５日（火）から１０月４日（水）まで申込期間

申込書・受講料と本人が確認できる公的機関発行の証明書
（運転免許証・健康保険証・マイナンバーカード・住民票など）の
原本を添えて、市社協窓口に持参

申込み

①１８歳以上で市内在住の方
②修了後、訪問介護事業所、介護施設等への就労を希望する方
（既に介護の職に就職していて介護資格未取得者を含む）
③心身ともに健康で研修の全日程を受講することができる方

対 象

市社協会議室他会 場 １８人※先着順（最小催行人員：６人）定 員

おもちゃ病院いせはらからのお知らせ

当日先着順に約２０人程度

午前１０時から午後２時まで

無料（ただし、交換部品によっては一部実費をいただくことがあります）

　壊れた「おもちゃの治療」をする病院です。経験豊富なドクターによる「おも
ちゃの治療」を通じて、お子さんの「物を大切にする心」を育む手助けをします。

①伊勢原シティプラザ・毎月第２日曜日
②成瀬コミュニティセンター・毎月第４土曜日 ③伊勢原南公民館・毎月第４日曜日

診　察

時　間

修理費

会　場
開院日
※会場の都合で変更・中止になる場合がありますので毎月１５日付け市広報または市社協ホームページにてご確認をお願いいたします。

伊勢原市拡大写本赤十字奉仕団からのお知らせ
拡大写本ボランティア講座

　弱視者に必要な拡大写本の作り方を学びます。

９月１９日～１１月７日の毎週火曜日
全８回午前１０時～正午

日 時

桜ハウス（桜台２－２３－２０）会 場

市内在住の方５人（先着順）定 員

無料参加費 ８月１８日（金）までに、市社協へ電話で申込み
※講座名・氏名・住所・電話番号をお伝えください。

申込み

精神保健ボランティアグループ「あいぽっけ」からのお知らせ
精神保健ボランティア基礎講座

　ストレスの多い現代社会では、「心の病」は誰がいつなってもおかしくない
病気です。そんな、身近な「心の病」を抱える方々に対し、精神保健ボランティア
の活動について学びながら、自分たちにできることは何かを一緒に考えてみま
せんか。

１０月７日（土）・１４日（土）・１５日（日）全３回
午後１時～午後４時３０分

日 時

伊勢原市社会福祉協議会会議室（伊勢原シティプラザ１階）会 場

市内在住の方１０人（先着順）定 員

５００円（資料代など）参加費

申込み 市社協へ電話またはFAXで申込み【受付開始９月１日（金）～】
※講座名・氏名・住所・電話番号をお伝えください。

善意銀行にご寄付を
ありがとうございました

　善意銀行へたくさんのご寄付をいただいております。令和５年４月１日
から令和５年５月３１日までにご寄付をいただいた方をご紹介いたします。

【寄託金】
国際ソロプチミスト伊勢原、子育てちょびサポNIKOYUMI、
秋山順造（２）、南雲正勝（２）、山下文三、匿名（５）

【寄託品】
伊勢原市環境美化センター、錦織石材店有限会社、小旙康弘、
木村長太郎、匿名（２）

令和５年度実績（累計）

・ 寄託金 12件　125,530円
・ 寄託品 6件（お菓子、米、衣類、食品 等）

国際ソロプチミスト伊勢原

伊勢原市傾聴ボランティアの会ぴあ・こすもすからのお知らせ
傾聴サロンの開催

７月２６日（水）　午後１時３０分から３時

いせはら市民活動サポートセンター（田中297）

無料

市社協

　あなたの思いをお話してみませんか。あなたのお話をぴあ・こすもすの会員
がお聴きします。コーヒーやお茶を友にして。

不要
※ただし、当日午後１時３０分までにご来場ください。

日 時

会　場

参加費

問い合わせ

申込み

認定NPO法人地域福祉を考える会からのお知らせ

いせはら みらい・クルリン こども食堂

①伊勢原中央公民館　４階　調理実習室（水曜日開催）　
②成瀬公民館　１階　学習室（木曜日開催）

会 場

おとな３００円、こども（高校生まで）１００円参加費

３回入れ替え制です。必ず申し込みをしてください。
（午後５時３０分～/午後６時１０分～/午後６時５０分～）

参加方法

０４６３ー９５ー６６６５（地域福祉を考える会）
※氏名・住所・連絡先をお願いします。

申込み

　子供も大人も、一人でも家族でも、誰でも参加できて、みんなで楽しくご飯を
食べる場所です。

朝ごはんだよ～こども食堂も実施しています。
詳しくは、地域福祉を考える会のホームページをご覧ください。

（順不同・敬称略）

７月３０日（日）・８月６日（日）・７日（月）・８日（火）
（全日共 午後１時集合、午後４時終了予定）

日 時

車いす体験、手話講座、点字講座等内 容

伊勢原シティプラザ会 場

伊勢原市、近隣の市の小学４年生～高校生対 象

参加費 ５００円

申込み ７月２７日（木）までに、申込書を市社協に持参またはFAX

問い合わせ 市社協
【主催】 いせはらボランティアスクール実行委員会
【共催】 伊勢原市社会福祉協議会
【後援】 伊勢原市教育委員会

定 員 ３０人

　夏休みのひと時、ボランティア講座を開催します。ボランティアに関心がある
方は、参加しませんか？

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。
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